
緒 言
　Colletotrichum gloeosporioides （Penzig） Penzig 
& Saccardoによる炭疽病は各種作物に発生し，
葉の斑点や果実腐敗を引き起こしたり，茎に壊死
病斑を形成し，ときには株全体を枯死させて甚大
な被害をもたらす（岸，1998）。
　近年，本種と同様な被害をもたらすが，病原菌
の性質が異なることから，別種と見なされている
C. acutatum Simmonds ex Simmondsによる炭疽
病が新病害として報告されたり（本多ら，2001；
Sato et al., 1996；Sato et al., 1997；竹内・堀江，
1997；矢口ら，1993），炭疽病の新しい病原とし
て追加されている（深谷，2004；樋口ら，1997；
石川ら，1992；Sato et al., 1997；佐藤ら，1998；山
本ら，1999）。両種は薬剤に対する感受性が異な

る（松尾，1994）ことから，その識別は防除上に
おいても重要である。しかし，両種の同定の指標
となる分生子の形態において，区別しにくい系
統が存在すること（Adaskaveg and Hartin, 1997; 
Adaskaveg and Förster, 2000；佐藤，1996；佐
藤，1997；佐藤ら，1998），付着器の形態は変異
が大きく，同定のための根拠となりにくいこと
（Gunnell and Gubler, 1992）などから，しばしば
混乱を生じている。
　このような状況の中で，矢野ら（2003）は，
1998年にニホンナシ（Pyrus serotina var. culta）
からベンズイミダゾール系薬剤中等度耐性で，ジ
エトフェンカルブにも非感受性の炭疽病菌を検
出した。これは当初，C. acutatumによるナシ炭
疽病（深谷ら，2000；深谷，2004）の可能性が疑
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It was examined to distinguish the intermediately benzimidazole-resistant strains of Colletotrichum 
gloeosporioides （Penzig） Penzig & Saccardo, which were found on Japanese pear, from sensitive 
strains and highly resistant strains of C. gloeosporioides, and C. acutatum Simmonds ex Simmonds 
by using the difference of the fungicide sensitivity. As a result, it is possible to distinguish them by 
the measurement of the colony diameter on PDA containing 1 ppm benomyl, adding a result of the 
differentiation method proposed by T. Sato in 1997, the difference of mycelial growth rate on the 
medium containing 1250 ppm benomyl and 625 ppm diethofencarb.
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われたが，最終的にはrDNA-ITS領域の塩基配列
の違いをPCR法（Adaskaveg and Hartin 1997; 
Adaskaveg and Förster, 2000; Ishii et al., 1998）
によって識別し，ベンズイミダゾール系薬剤中等
度耐性C. gloeosporioidesと結論づけた（矢野ら，
2004）。PCR法はC. acutatumによるナシ炭疽病の
病原菌の同定にも用いており（深谷ら，2000；深
谷，2004），本法は両種を容易に識別できるが，
高価な設備や熟練した技術が必要であり，利用に
はやや難点があると考えられる。
　一方，薬剤に対する感受性の違いを利用して両
種を識別する方法が提唱されている（佐藤・小
金澤，1995；佐藤，1996；佐藤，1997；佐藤ら，
1998）。そこで，ベンズイミダゾール系薬剤中等
度耐性C. gloeosporioidesにおいても，薬剤に対す
る感受性の違いを利用して両種を識別することが
可能かどうか検討したところ，佐藤（1997）の提
唱した方法に，ベノミルの１ppm添加培地上に
おける菌糸生育の結果を付け加えることで，識別
可能であることが明らかとなったので，その概要
について報告する。

材料および方法
１．供試菌株
　ナシから分離されたC. gloeosporioidesのベンズ
イミダゾール系薬剤中等度耐性菌（菌株名：M14
‒2，M19‒1，I6‒1），同感受性菌（菌株名：I5‒1，
I9‒1），イチゴから分離されたC. gloeosporioidesの
ベンズイミダゾール系薬剤高度耐性菌（MKU818
‒2）およびブドウとイチゴからそれぞれ分離さ
れた同感受性菌（GC‒2，NM‒1），ブドウとイチ
ゴからそれぞれ分離されたC. acutatum（G5‒1 7，
Na91‒016）を供試した。

２．Colletotrichum gloeosporioides お よ び C. 
acutatumの薬剤に対する感受性
　供試菌株をブドウ糖加用ジャガイモ煎汁寒
天（PDA）平板培地上で25℃，７日間培養した
後，菌叢の周縁部を直径６mmのコルクボーラー
で打ち抜いた。この菌叢ディスクをベノミルの
１ppmおよび1250ppm，ジエトフェンカルブの
625ppm（いずれも有効成分濃度）添加ならびに
無添加PDA平板培地上の中央に置床し，25℃，
暗黒下で培養した。５日後に菌叢の最大直径を計

測し，菌叢ディスクの直径を除いた値から無添加
培地上における値に対する生育率を算出した。な
お，いずれの菌株も各区３反復とした。

結 果
　ベノミル1 2 5 0 ppm添加培地上においてC. 
gloeosporioidesのベンズイミダゾール系薬剤感受
性菌および同中等度耐性菌は，全く生育しない
か，生育しても９％程度の生育率であった。ベン
ズイミダゾール系薬剤高度耐性C. gloeosporioides
およびC. acutatumでは，20～26％程度の菌糸生育
率であった。
　これに対して，ベノミル1ppm添加培地上にお
けるC. gloeosporioidesのベンズイミダゾール系薬
剤感受性菌およびC. acutatumの生育は，ベノミル
1250ppm添加培地上における生育量とほとんど
差がなかったが，ベンズイミダゾール系薬剤中
等度耐性C. gloeosporioidesおよび同高度耐性菌で
は，菌糸生育がほとんど抑制されなかった。
　ジエトフェンカルブ625ppm添加培地上に
おけるベンズイミダゾール系薬剤高度耐性C. 
gloeosporioidesの生育率は，4.8％であったが，そ
の他の菌株は40～80％の生育率であった（第１
表）。

考 察
　ナシから分離されたベンズイミダゾール系薬
剤中等度耐性C. gloeosporioidesの菌糸生育に対
するベノミルの最低阻止濃度（MIC）は，25～
100ppm（矢野ら，2004）で，イチゴにおいて知
られているベンズイミダゾール系薬剤高度耐性菌
の値（楠ら，1992）より明らかに低く，佐藤（1997）
が提唱したベノミルの1250ppm添加培地上では
ほとんど生育せず，ベンズイミダゾール系薬剤感
受性菌と見なされてしまう。
　しかし，ベンズイミダゾール系薬剤感受性菌に
対するMICよりは明らかに高く，調査した50％生
育阻止濃度（EC50）の値等から，ベノミル１ppm
添加培地での生育で感受性菌と区別可能ではない
かと予想された。そこで，同濃度における菌糸生
育を調査した結果，ベンズイミダゾール系薬剤感
受性菌ではほとんど菌糸生育が見られなかったの
に対し，同中等度耐性菌では無添加培地における
菌糸生育とほとんど差がなく，菌糸生育の抑制は
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ほとんど認められなかった。
　今回使用したベンズイミダゾール系薬剤中等
度耐性菌は３菌株と少なく，今後調査菌株を増
やして信頼性を高める必要があると考えられる
が，本試験結果から，ベノミルの１ppmおよ
び1250ppm，ならびにジエトフェンカルブの
625ppm添加培地上における菌糸生育を調査する
ことにより，ベンズイミダゾール系薬剤中等度耐
性C. gloeosporioides，同高度耐性菌，同感受性菌
およびC. acutatumの４者を区別することは可能と
考えられた。
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摘 要
　薬剤に対する感受性の差を利用して，ナシ炭
疽病菌のベンズイミダゾール系薬剤中等度耐性C. 
gloeosporioidesと同高度耐性菌，同感受性菌およ
びC. acutatumの４者の識別を試みた。その結果，
佐藤（1997）の提唱したベノミル1250ppmおよ
びジエトフェンカルブ625ppm添加培地上におけ
る菌糸生育量と無添加培地上での生育量を基に算
出した菌糸生育率にベノミル１ppm添加培地上
における菌糸生育率の調査結果を付け加えること
で，4者の識別は可能と考えられた。
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